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 「なかのしまマニュアル」 

    点検しました！ 
 

         藤井 弥生 
 新型コロナウイルスの緊急事態宣言、コロナウイルスの感

染、などなど。少し落ち着くどころかいまだに衰えていませ

ん。 また、今年の夏は暑くて暑くてコロナ禍と同様、大変

でした。9 月に入っても残暑は厳しく、暑い毎日が続いてい

ます。皆さんあまりお買い物も行かず、人とは会わず、お話

もせず、静かに自宅で過ごす生活。私は、家の中の片付けを

すればいいのに、片付けも出来ず、つまらないなあと、過ご

していました。 

 そんな中，なかのしまの 9 月例会が 9 月 12 日土曜日午

後 2 時より、大阪 YMCA10F 102,103 号室で開かれまし

た。 今までとは違うお昼の例会です。 勿論食事はありませ

ん。 

 例会の日、30 分前のタイニーバスケットも楽しいお買い

物の時を過ごし、これはミヤンマーの支援金などとしていま

す。例会は、３密を避けるため、隣との間隔を置き座ってい

ます。開会点鐘から始まり奏楽のみのワイズソング、聖句朗

読、などなど。そしてメインプログラムの「なかのしまマニ

ュアルで事業内容を確認しよう！」です。 なかのしまの「運

営マニュアル」 2017 年 4 月

改訂して以来の見直しです。皆

さんそれぞれ改訂しているとこ

ろを修正、抹消、追加などワイ

ワイ言いながらしました。 

 その後「クラブ事務協議」、第

2 例会にあたります。なかのし

まではみんながそれぞれ意見を

8 月 統 計 

第１例会出席者数 例会出席率 B F 統 計 

メンバー   12 名 出席者  12 名 日本   2 5 ｇ  累計  1315ｇ 
ビジター     0 名 メイキャップ  0 名 外国  0ｇ   累計   112ｇ 
ゲスト     0 名 合   計  12 名 現金 円    累計 円 
コメット     1 名 在籍者  18 名 提供者：杉浦 
合   計  13 名 出席率   66.7％ 

 

10 月例会プログラム 
日時：2020 年 10 月 10 日（土）14：00～16：00 

場所：大阪 YMCA 102,103 号室 

   

               司会 保田 圭子 

   1.  開会点鐘          桑原 頼子会長 

 2. ワイズソング：奏楽のみ 

 3. 聖句朗読                   藤好 基子 

 4.  ゲスト、ビジター紹介    桑原 頼子会長        

 5. 連絡・報告・ニュース     

 6. 卓話 

   「私の『人生劇場』〜 出会い 

 （登場人物）先生七段：

         川岸 清氏 （大阪土佐堀クラブ）   

 7. お誕生祝い：奏楽のみ 

 8. ニコニコ献金          ドライバー 

 9.  クラブ事務協議 

10.  YMCA の歌：奏楽のみ 

11. 閉会点鐘                    桑原 頼子会長 

      

      聖書のことば 

    口と舌とを守る者は   

           その魂を守って  悩みにあわせない。 

            箴言 21章23節 

                  選者 藤好 基子 

MOTTOES	(2020-2021)		
国際会長主題	：“VALUES,EXTENSION and LEADERSHIP”「価値観、エクステンション、リーダーシップ」	
アジア会長主題：“Make a difference”「変化をもたらそう」	
西日本区理事主題：“Let’s do it now!”	 「2022 に向け誇りを持って All is well」 

中西部部長主題：「ワイズの力を信じて、自ら行動しよう」

クラブ会長主題：「一隅を照らす」	

	

9 月例会報告 

（次ぺージに続く）	



 

 

言い、話し合い、少数意見も尊重して、決めてきました。 

 コロナ禍の中ですが、私はなかのしまの皆さんにお会いでき、

とてもうれしく思っています。元気が出てきました。月１回

の例会を楽しみにしています。来月また、元気に、お会いし

ましょう。 

           

           ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

  

                 中西部長、頑張っています！     
  

                                          吉田 由美 
第 25 期の中西部がスタートし、2 か月以上が経ちました。

2 月に土佐堀 YMCA にて和田早苗メンのメンバー卓話を聞

いていた時、誰が今の状況を予想していたでしょう。西日本

区内では、新型コロナ感染症罹患者数が、最も多い大阪府内

を活動拠点にする中西部の部長として、羽を捥がれた鳥のよ

うに、ジタバタと地上を這い回り、活動の方法は無いか、気

持ちを伝える方法は無いかと模索する日々が続きました。し

かし、状況は日を追って悪くなり、活動範囲が狭くなる一方

でした。その中で閃いたことが、「動けないなら動かなくても

良い方法を探そう！」でした。それがインターネット通信を

生かした連絡の方法と、中西部ホームページの再構築でした。 

現在、西日本区により開催される会議のすべては zoom で

行われています。Zoom とは、パソコンやスマホを使用して

開催する会議やセミナーを行うためのアプリで、通常使用す

るのに費用は掛かりません。電話を掛けるよりも簡単に、沢

山の方と顔を見ながらの会話が可能です。会議を主催する立

場のホストでも少額の使用料でアプリを使うことが出来ます。

早々にプロアカウントを取得し、部長キャビネットとの会議

や、中西部準備評議会での zoom 会議、西日本区各地の部長

を繋いで意見交換を行う『部長ミーティング』を、ホストと

して開催しています。全国各地のクラブ例会が zoom で開催

されていることは皆様の耳にも入っている事でしょう。例会

の開催を、オンラインで継続する。部長輩出のクラブとして、

今一歩踏み出して頂けませんでしょうか。勿論、吉田のプロ

アカウントをお使いください。 

また、中西部のホームページの再構築は、各クラブからの

発信、情報交換、部や区の活動を掲載し、ホームページにア

クセスすれば全てが分かり、つながる事を最終目標として、

石津さんに作業をお願いしています。ホームページが、私た

ちの web サイトとして活用され、コロナ後の新たな日常に

よる新たな活動がより良いものとなる事を願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   久しぶりの他クラブ訪問 

             今井 利子 

“他クラブ訪問は、交流の場”。3 月から各クラブ例会休会

とのお知らせで、何ヶ月か淋しい思いをしました。ワイズメ

ンズクラブには、第 1 例会にクラブ外からメンバーや知人の

来訪を奨励するプログラムがあり、また都合で自クラブを休

んだ時に他クラブに出席して、メーキャップとして出席率に

貢献するということです。素敵なスピーカーをお招きして、

有為な時間、楽しい時間を共有するというクラブ活動です。 

 今年は、新型コロナウイルス感染の回避から人が一堂に集

まることを避け、新しい会の持ち方に変わり、4 ヶ月経ちま

した。5 ヶ月目の久し振りの出会いは、扇風機を数台、会場

に寄附して、会場の四方の戸が全開、窓も開放しての開会点

鐘でした。座はゆっくり間隔で、部長訪問、新旧役員交代式

など議事をすすめました。 

 やっぱりすがすがしい気分になりました。長く閉じこもっ

ていた私には、久し振りに社会の空気に触れた思いの新鮮な

気分になりました。ワイズメンの再出発の思い出の他クラブ

訪問でした。 

    中西部ホームページ 

     リニューアルしました！ 
 トップページは、爽やかなミントグリーン、大阪のシンボル大阪

城と通天閣がおしゃれに姿を見せています。 

「クラブページ」を開けてください！各クラブのブリテンヘッドを

クリックすると、それぞれのクラブの情報が！ブリテンも過去のも

のまで閲覧できます。その他、「スケジュール」、「主査のページ」

などなど便利な楽しいページ満載です。是非見て利用してくださ

い。 

 

 他クラブ訪問 

    大阪茨木クラブ 8 月例会 
              杉浦 眞喜子 
 部長訪問の最後はなかのしまでしたが、その一つ前最

後から 2 番目の部長訪問は、大阪茨木クラブでした。

新型コロナウイルス感染拡大の第 2 波が始まり出した

その頃、当初はお寿司屋さんでの納涼例会の予定だった

のが、会場を通常の茨木クリエートセンターにして、し

かもお食事は終了後のお弁当という形に。 

 ワイズソング、YMCA の歌省略で、メインプログラ

ムは、中西部長の公式訪問、部長メッセージ＆各事業主 
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		私がワイズを知った時 【4】 
  

               和田 早苗 
 

  2007 年、当時の豊中ワイズメンズクラブに入会しま

した。動機は、思っても見なかった 60 歳で寡婦となり、

今後の自分の生き方に、地元で YMCA の活動を増やそう

と思ったからです。その 10 年ぐらい前から Y の保護者と

して、自身は婦人英会話に通い、運営委員会にも参加し、

ローカルなところで YMCA 運動に魅力を感じていまし

た。 

1987 年「大阪青年」に大阪 YMCA 日本語学校の、授

業では出来ない会話の実践的な練習に付き合うチュータ

ー募集（チューター制度が出来て間もなくの時）の広告を

見て応募し、週一回大阪へ出て行くことになったのです。

吉岡さんや、山佐さんも事務所にいらっしゃいました。日

本語学校ではバザーもあり、主催がワイズの方達だとも知

りました。チューター仲間の一人から私にも一役買ってと

頼まれたことがありました。米国人の母、日本人の父を持

つ一人の少女がいて、どちらの親も面倒がみられず行き場

がなくなっているということ。ワイズメネットさん達がサ

ポートをすることになり「あしながおばさんの会」ができ

たとのことでした。そこには今井さん、杉浦さんも入って

おられました。今は亡きワイズのメネットさん達が多くい

らっしゃいました。 

そんな或る Y クリスマスの時（保田さんが奏楽、岩越さ

んがサンタさん）、「女性ばかりのクラブが出来るので、和

田さんに入ってもらったらどうか誘って」と杉浦さんから

言われているのよと松下さんから話しかけられました。松

下さんとはご夫婦共に早天祈祷会で顔見知りでした。けれ

ども経済的な事情もあるので今は無理ですとお断りした

のでした。ほんとに教会、チューター、あしながおばさん、

と、めいっぱいでした（笑） 

2012 年豊中クラブ閉会と共に川岸がいた高槻クラブ入

会。2019 年高齢になり、通いやすいことを考え、土佐堀

クラブとなかのしまクラブに転入会しました。と、このよ

うな変遷を経て今に到ります。 

 私が行った国際大会、アジア大会 

   第 64 回国際大会（香港） 
 
                藤好 基子 
        

 2000 年、8 月に第 64 回 国際大会が香港で開催され

ました。ワイズメンになって初めての国際大会参加です。

とはいえ、普段から物覚えが悪いのでほとんど覚えていま

せん。杉浦さん（正確には大阪センテニアルメンの山田さ

ん）からお借りした写真を見ながら少しずつ記憶をたどっ

てみました。父（鈴木健介・PIP）と、次男と関空から出

発し、香港で姉（上原玉音・東京クラブメネット）と合流

し、国際大会が何かもわからず家族旅行のようでした。 

 父は、世界中から参加された方々と交流を深め、楽しそ

うだったのは覚えています。そして大阪センテニアルクラ

ブの IBC お相手のボヒニアクラブとの交流会にも参加さ

せていただきました。 

大会では、突然「大阪なかのしま～～！大阪なかのしま

～～！」と大声で叫びながら私たちを探している声が聞こ

えました。台中エバーレインボーのメンバーが参加名簿で

大阪なかのしまから参加者がいると探してくださったの

です。つたない英語で会えた喜びを伝え、両手いっぱいに

飴をいただきました。 

香港の夜景を楽しみ、美味しい中華料理では、子豚の丸

焼きの目がピカピカと光っていてびっくり！ショッピン

グはウロウロし夫に頼まれたバッグを探せずがっかりで

したが、姉にいろんな物を買ってもらいました。（末っこ

ですからね！）湿度が高く、どこへ行っても「暑い！」香

港でしたが、室内はいったい何度に設定しているのかと思

うほど寒く体温管理が難しかったです。 

初めてのことばかりの国際大会、写真を見ると左手首に

包帯をしています、これも全く覚えていません。考えてみ

ると 1999 年に母が亡くなり、父を一人で国際大会に行

かせるより、「私たちが付いていったほうが良いね」と姉

と相談し、私たちが付き添いのつもりが、私がけがをした

ので次男が荷物持ちで来てもらうことになったようです

が、結局は、父が私たちに家族旅行をプレゼントしてくれ

た国際大会でした。 

 

査の挨拶などでした。部長訪問も、6 クラブ目、7 月末

の第 1 回評議員会も開かれた後、おまけに前期部長輩出

クラブということで、力強い吉田部長のメッセージも、

何か親しみを持って受け入れられているように感じたの

は、私の思い込み？ 

 キャビネットも一通り挨拶をし、各主査もそれぞれ自

己紹介やアピールをした後は、時間が余っていることも

あってか、クラブメンバ一人ずつの発言がありました。

新旧のメンバーが丁度いいバランスで存在し、上手に新

旧交代がなされている、そんな茨木クラブを見せて頂い

たような気がしました。 

 

→
 



 

 

 

  〈ニコニコメッセージ〉— 9 月例会 — 

☆	9月になっても暑い日が続き、コロナの影響もあって

すっかり運動不足になってしまいました。最近、運動

不足解消のため友人と夜のウオーキングを始めまし

た。                                    （生雲） 

☆	コロナの余波で色んな事が変わっています。今日もへ

んそく例会です。（「変則」の字が出てこない！ああ、

日本語も忘れた！！）                    （江見） 

☆	日中はまだまだ暑いですが、夜間の冷房が要らなくな

りました。早く秋が来て欲しいと言ってたのに、夜風

が心地よくなると、あの強烈な暑さを懐かしく思うの

は毎年のことです。                      （桑原） 

☆	まだまだ暑いけど，この2,3日やっとクーラーなしで

寝られるようになりました。そろそろ夏物整理しなけ

れば，なんて焦る気持ちにもなってきました。（杉浦） 

☆	9/10、11にアトリエゆうハウスの展示即売会が行

われましたが、今回はコロナ渦のため身内だけの閲覧

です。 エコバックが課題作品！ 勿論美帆の作品を購

入しました。中井先生とスタッフの努力に感謝です。  

                                           （武井） 

☆	お天気がよくってよかったです。        （武井美帆） 

☆	コロナで、大好きなテニス、練習、練習仲間との試合

が出来なかったのですが、テニス、いま楽しんでいま

す。                                    （藤井） 

☆	お仕事の都合で出席できないメンバーもいるのは残

念ですが、初めての昼間の例会も有りだと感じました。

大阪なかのしまマニュアルの再考は、うちのクラブら

しくみんなが意見を出し合い、話し合う有意義な時間

となりました。                          （藤好） 

☆	はじめての土曜日開催。暑い中ではありますが，多く

の方にお目にかかれて嬉しく思いました。  （古谷） 

☆	土曜昼の初めての例会，電車はまあ空いていたし。な

かなかよかったのでは？ いろいろ考えてやっていき

たいですね。                            （保田） 

☆	9月なのに暑い日々が続きますね。 体調に気をつけ

よう！！                                （吉岡） 

☆	ペストが約10か月で終息した事が書かれている、カ

ミュの「ペスト」を読んだ時、新型コロナも今年中に

は終息するだろうと思っていました。残念ながらまだ

見えませんが、信じて待ちたいと思います。（吉田） 

☆	10Fのお部屋気持良く例会参加しました。しかしま

だ暑い。                                （和田） 

          YMCA ニュース 

★ 第 326 回早天祈祷会 

日時…2020 年 10 月 16 日（金）7：30～8：15  

      ※ 朝食会は実施しません。 

お話…錦織 一郎 さん（学校法人大阪女学院 理事長）       

場所…大阪 YMCA 会館 10 階チャペル 

    

       

 

     9 月事務協議事項報告抄 

日時：2020 年 9 月 12 日（土） 

場所：大阪 YMCA 102, 103 号室 

出席者：12 名 

1．ポジティブネット募金、チャリティーラン関係支援金、

それぞれ前月決定通り出金した旨報告があった。 

2．牟次期中西部長より、次期はなかのしまクラブよりメ

ネット主査を出して欲しいとの依頼があった旨の報告

があり、協議の結果、吉岡香代子さんをメネット主査

として推薦することとした。 

3．理事，地域奉仕・環境事業主任からの要請のあった『YMI

ワールド・クリーンアップキャンペーン』については、

中西部として計画が提案されたら協力することとし

た。 

ニコニコ献金 9 月 17,150 円 

◇10 月お誕生日の方◇ Happy Birthday 

和田 早苗 6 日   吉田 由美  7 日 

      

     編 集 後 記 
 この時期は例年なら一番様々な行事が重なり、記事がいっぱ

いで編集に苦労するはずですが、今年はご存知のように計画し

ていた行事が次々中止に、ブリテン編集に逆の苦労が・・ 

 「with corona」のこの時期に相応しい新しいブリテンのあ

り方も考えなくてはならないのでしょうか？ 

   中西部よりこんな依頼が来ました 

 

「コロナ禍での我がクラブの例会」

       「私の自粛生活の過ごし方」 

 


